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建物写真提供：ローランド株式会社
東洋建設株式会社

　
四
つ
の
建
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つ
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

中
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ト
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新
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
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
既
存
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新
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棟
を
建
て
る
た

め

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事
ヤ

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狭
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
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
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﹁
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
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
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﹂
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
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
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
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ア
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
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

東
洋
建
設
が
展
開
す
る
リ
ニ


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Ｒ
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﹄
の
理
念
が

合
致
し
た
こ
と
も

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
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
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
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
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完
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
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﹁
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﹂
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を
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す


　新本社は「アンチスクラップ＆ビルド」を合言葉に既存建物を
再利用し、既存２棟と新築２棟をロの字型につなげた。空調・照
明などの設備を再利用し、最小限の増改築を計画。創造性・柔軟
性・経済性を重視した設計となり、建設・解体時に発生する二酸
化炭素（ＣＯ）排出量の削減を図っている。
　中央には全体を見渡すことができる広い吹き抜けの「ローラン
ド・アリーナ」（天井高ｍ、専有面積約㎡）を配置し、全
ての部門が集える場となる。アリーナに面して各階を見渡せる回
廊「ローランド・サーキット」では部門間の制限をなくし、社員
の偶発的なコミュニケーションを促す。
　新本社で働く社員約人のうち、３分の２が開発担当者であ
ることから、オフィスエリアは製品開発に関わるそれぞれの職務
に合わせて、設備やレイアウトを最適化したワークスペースの観
点からデザインに反映。壁をなくしたオープンな空間で、プロジ
ェクトに応じてレイアウトを柔軟に変更できる。
　ウェルビーイングに配慮した環境づくりを進めるとともに、自
然光の導入や自然換気による空調負荷の低減などに積極的に取り
組み、省エネルギーで持続可能なオフィス空間を創出する。
　来訪者にローランドの未来を伝えるショールーム「ローランド
・エクスペリエンス・ギャラリー」を設け、世界中のクリエイター
に向けたブレイクスルーを生み出す製品やＡＩを活用した新技術
などを発信していく。

東洋建設リニューアル事業「ReReC（リリック）」

　持続可能な未来のために既存建物の価値を
高め、活性化に取り組むプロジェクト。技術
力を駆使して顧客ニーズに合わせた提案を行
い、調査・企画・設計・施工を総合的にサポー
トする。「リニューアル（再生・改修）」
「リノベーション（性能向上・改善」「コン
バージョン（用途変更）」の頭文字を取り、東
洋建設の登録商標でブランド展開している。

◇工　事　名：ローランド株式会社　浜松地区事業所再編計画
◇建　設　地：浜松市浜名区新都田１の６の４
◇敷　地　面　積：，．㎡

◇構造・階数：Ｓ造、地上４階
◇延べ床面積：，．㎡
◇工　　　期：年月１日～年月日
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
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

　電子楽器メーカーとして年に大阪で創業したローランドは
当時、小さな町工場からスタートしました。電子技術やコンピュー
ターの発展に伴い、楽器のデジタル化が一気に進み、現在ではイ
ンターネットにつながり、ＡＩによるさらなる技術革新の波が押
し寄せています。
　そのような時代の変化に機敏に対応し、イノベーションを続け
ていくには業務環境の変化が必要です。新本社の建設に当たり、
経営陣は「社員同士のつながりが深まり、お互いが刺激し合える
場所」にしたいと考えました。
　成長に合わせて浜松エリアに拠点を一つ一つ増やしてきたのが
当社の歴史ですが、さまざまな機能が分散してしまった面もあり
ます。それらを一つに集結させ、イノベーションが次々に生まれ
る拠点を目指して完成したのが新本社です。
　新本社は単なるオフィスではなく、ひらめきやアイデアが生ま
れ、社員一人一人の多様なスキル・文化・視点が交わり、イノベー
ションを生み出す研究開発拠点となることを目指します。「ロー
ランド・インスピレーション・ハブ」と名付けた新拠点に私たち
の思いが込められています。
　国内外のすべての社員が創造力を高め合う「ワン・ローランド」
の体制で、音楽の未来を切り拓く体験を世界へ発信していきます。
ローランドの新たな挑戦に、ぜひご期待ください。


